


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































四ヵ年駐在した。芦田のしごとは、電信係であり、先任 河合官補とかなり忙しい労働にしたがった。大使館でくらしているから、二十四時間休みなしの当直を ているようなものであり、電報が届くつど、玄関番にたたき起された。電報の内容が重要なもの あれば、暗号簿と首っ引きでしごとをせねばならない
とはいっても芦田は、公務や語学の勉強ばかりに精をだしていたわけでない。若いだけに女性にも目がうつる。 「夏の公園」やネフスキー大通
りを散歩 ていると、美人が目 とまる。なかには娼婦ら い女もいる。ときに街中 歩 ていて、無邪気な男女をみると、何となくうら悲しい気分になる。むつまじいアベックをみて、淋しさを覚え、おもわず涙を すモーパッサンの作中の人物のことをおもいだしたりした。
芦田は在勤中、ときどきこっそりロシア女と関係をもった。しかし、かれがつね 心にとめて戒めとしたのは、女は買うけれど、素人娘には手



















































































































Théophile Gautier 著　Russia, vol. I, The John C. 


























































今回のストの直接原因は、食糧とくにパンの不足にある。スト や て る群集は、パンをあたえよ、と叫んでい
















































































































































































































































































が、それを手に入れるのにそれほど苦労はなかった。麦粉が少 いため、パンをたくさん焼くことができず、生産高がいちじるしく減少 、店にならべてもすぐ売り切 た。
しかし、一月以来、パン不足は深刻になった。多くのパン屋は戸をしめ、張り紙をだした。 わく
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Stinton Jones 著　Russia in Revolution, Herbert 









しく剣やピストルをわたした者もいた。武器工場長・マッソーフ大将は このとき殺された。お昼すぎ、商用で同工場にきて士官 話をしていた高田商会の代理人・牧瀬豊彦（種ヶ島のひと。明治三十九年［一九〇六］東京高等商業学校［現・一ツ橋大学］卒）は、何ごとかとその将校と窓の外をのぞいたとき、叛軍に頭部を打ち抜かれ、むざんな最期をとげた。ロシア将校 顔をねらって発射したが あやまってその弾が牧瀬 頭額部に当った である。


















































Isaac F. Marcosson 著 The Rebirth of Russia, 
1917 より。
（30）065
































































Théophile Gautier 著  Russia, vol. I, The John 

























わり、形勢はますます不穏となり、憲兵・警官は軍隊と協力し、市中の警戒にあ った。政府は食糧の補給にいろいろ策を講じたが、さわぎ おさ らない（埋花畦人） 。
三月十日（２・
25）………………
 ペトログラード軍管司令官であるハバロフ大将は、この日告示を発し、民衆の集会を禁じ、 かざるばあい、武力に訴えること 宣言した。
三月十一日（２・
26）……………
 この日ふたたび諭告（さとしつげる言葉）が発せられた。ストライキは敵に通じた叛逆者 わざであるから、各人は職場にもどるべし。なお職に復帰 ないばあいは 強制的に戦場に送ると威かく た。
ペトログラードのネフスキー大通り

















































































































































































H.G.Wells 著  Russia in the Shadow, Hodder and 

































































































































































































ときどき機関銃をそなえ、銃をもった兵士や若い看護婦をのせた軍用トラックが、 「赤旗」をひるがえしながら走ってゆく。これ 市内 潜伏




























































































































ど人でこみあった。軍隊は朝から順次民衆側に参加し 市会のまえには砲列がしか 、機関銃がならび、革命派 守備していた。
兵器工場・練兵場・監獄などが、革命派の手に帰した。多数の軍用トラックは、赤旗をひるがえし、将校や兵をのせて市内をかけまわった。ま

















































ないので、街のようすが んびりとし、祭の日のような気が 領事館へいくと、商 連中 二 三人きていて、きのう大学生が事務所にやってきて、万一 ばあい、休業にするよう勧めていっ という。
しかし、その祭りのような気分は、ながくはつづかなかった。パン屋のまえでは 相変らず行列がつづいた。革 いちだんらくすると、いま





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































しかし、荷物にも劣る風体で、アメリカへ船出できた者 幸運な者であって 異 空のもと、言語不通の苦をしのびな ら横浜の波止場で労
030（65）
日本人のみたロシア革命





















































































































































































 アメリカ式のホテル。料金はシ グル五円から。このホテルにクロ シュタット要塞のダニーロフが滞在し、のち妻と山手町六 番地に移った。
　　　　
三浦屋ホテル（長者町二丁目）
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